2014年度事業報告

・全体総括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　今年度は連絡会のホームページが完成し、「わくわーく」の情報誌の他に連絡会の取り組みをPR出来る媒体が増えました。障害者優先調達法により公共機関からの受注も増え、また３市合同の販売会から広がりを見せ、共同受注マッチングモデル事業も３市で取り組む方向となり、次年度は実績を作ることが課題となっております。防災については、調布市をはじめ、関係団体とも協議しながら、災害時行動マニュアルの作成について検討してきました。
また、各部会も活発な意見交換が出来ており、その中から学習会も加盟団体のご協力で、テーマを決めたグループ討議も継続できました。
引き続き、調布市、関係機関とも連携しながら次年度も取り組んでいきたいと思います。
・定期総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　１１回目となる定期総会を行い２０１３年度の事業報告、２０１４年度の事業計画及び組織体制について決議を行いました。
日時：２０１４年４月２４日（木）於：調布市こころの健康支援センター団体室ＡＢ（２２事業所）
・代表者会議（年８回）　　　　　　　　　　　　　
今年度も、定例化となりました調布市長・障害福祉課との懇談を主に話し合い、各団体との情報交換を行いました。また、今年度も全体会と分科会（児童、生活介護等、就労継続支援）を分けて、より具体的な議論の場として設けました。
　総　会 　４月２４日(木)　於：調布市こころの健康支援センター団体室AB（２１事業所）

(第２回) 　６月２６日(木)  於：調布市こころの健康支援センター団体室AB（１８事業所）
（第３回）　７月２４日(木)　於：たづくり西館　1階　会議室（１８事業所）障害福祉課との懇談

(第４回) 　８月２８日(木)　於：調布市こころの健康支援センター団体室AB（１７事業所）

(第５回）１０月３０日(木)　於：調布市こころの健康支援センター団体室AB（１９事業所）

(第６回) １２月１２日(木)　於：調布市こころの健康支援センター団体室AB（１７事業所）
(第７回) 　２月　９日(月)　於：調布市総合福祉センター　視聴覚室（２０事業所）調布市長との懇談

（第８回）　２月２６日(木)  於：調布市こころの健康支援センター団体室AB（１８事業所）
・分科会　
三年目を迎え各分科会とも人数やテーマなど、話しやすい場として定着してきました。
・就労継続支援B型
　工賃アップの取り組み紹介で2事業所の活動報告を行いました。
・生活介護
日々の活動プログラム等を中心に話し合う中で、共通な課題で討議する事が出来ました。
・児童
障害福祉課に児童部会に出席いただき具体的なご提案を多数いただくなど、連携が進んだ年となりました。
・調布市長との懇談　
　家賃補助や経営ネットワーク事業の継続を始め、調布駅前開発やその他多岐にわたる内容につい
て、前向きな姿勢で取り組んでくださいました。また、意見交換の時間を多く割いていただき、市長
との距離がまた少し縮まる大変有意義な懇談会となりました。
日時：2015年2月9日（月）　於：調布市総合福祉センター視聴覚室　参加２０事業所
・調布市障害福祉課との懇談　
制度や補助、連絡会の事業その他、多岐にわたる議題について今回も前向きな姿勢で臨んで頂き、非常に有意義な会議になりました。特に、ショートステイについて、困難状況を共有しました。限られた時間の中で貴重な意見交換となりました。
日時：2014年7月24日（木）　たづくり西館　1階　会議室　参加１８事業所
・学習会、施設見学会　
今年度は、虐待防止の観点から年２回研修を行いました。何れも障害福祉課のご協力をいただきながら、加盟事業所の現場で抱える様々な困難について、現場職員間で意見交換が行われました。２回とも６０名近い参加者で活気のある研修となりました。
第１回　日時　2014年4月25日（金）18：30～20：30　参加者５８名　場所　はあとふるえりあ
第1部　「事例から見る虐待ーーー知らなかったではすまされない大切なこと」　調布市障害福祉課
第2部　情報交換＆グループ討議　テーマ「日頃の支援の中で困っている事」　第３部懇親会20名

第２回　日時　2015年2月13日（金）18：30～20：30　参加者５７名　場所　はあとふるえりあ　
第1部　「あり方検討会」より困難事例紹介   調布市障害福祉課　
第2部　情報交換＆グループ討議　テーマ　「虐待が起きないために―どんなことに困っていますか」
第3部　懇親会　20名
・経営ネットワーク支援事業　
過去3年間の有期事業が終了し、2014年は東京都の包括事業の一環として、調布市の経営ネットワーク支援事業としての位置づけで、従来とほぼ同じ規模で事業を継続することができました。
1． 情報発信
情報発信の継続、強化に取り組みました。
1 ホームページの立ち上げ
ホームページの立ち上げは、2011年の「わくわ～く」創刊時からの課題でもありました。紙ベースによる情報紙の発行が先行しましたが、リアルタイムのイベント情報、商品紹介等、年2回の「わくわ～く」では追いつかない部分を、ホームページの立ち上げによりカバーし、充実させることができると期待しています。2年にわたる検討・準備を経て、共同募金B配分の補助を受け2015年3月にＷＥＢサイトにアップすることができました。
　作業所ファイルでは、加盟各事業所の基本情報を紹介、そこから各事業所のホームページにリンクすることができます。また、調布市のホームページともリンクし、連絡会事業所が提供できるサービス等を、企業関係者にも即座に見られるようになりました。リアルタイムの更新を、継続していく体制を作っていきます。
2 「わくわ～く」の発行
9月、3月の年２回発行。１回につき7,000部、対象は行政機関、福祉団体、企業・商店、小・中学校、およびイベント開催時の配布等。今年度6号までを発行し、「わくわ～く」というネーミングも着実に浸透しつつあります。
3 　市報「ちょうふ」への記事掲載
昨年、一昨年に続き、2014年12月5日付の市報に、「放課後等デイサービス――障害のある子どもも安心して暮らせるまち、調布――」をテーマに、市内にある放課後等デイサービス事業所のマップを掲載することができました。市報は市内全家庭に配布されており、市民への広報・アピールという点で大きな効果がありました。
④　 市のホームページへのアップ
トップページの「暮らし」→「高齢・障がい」→「障害者支援」の流れの中で、市内障害者施設一覧、および各事業所の提供できる仕事・サービス情報がアップされました。また、「わくわ～く」のバックナンバーの電子版もアップされ、いつでもアクセスして見ることが可能になりました。
2． 販路拡大
自主製品の販路拡大を図るとともに、利用者工賃の向上をめざし、イベント時の販売の機会を多く持ちました。
主なものは、次のとおり。
イ　　調布・多摩・府中3市合同販売会
　　　　新宿西口での2年にわたる3市合同自主製品販売会を実績に、2014年は9月27日（土）に3市合同販売会「調布・多摩・府中ほっとハートin調布駅前」を調布駅南口広場で開催。計33事業所が参加、テント数45、調布からは9事業所の参加がありました。自主製品の販売にとどまらず、ゆるキャラコンテスト、ステージ（高校生バンド、フラダンス等）と多彩なプログラムが組めたこと、また企業との協賛が初めて実現したこと等、充実したイベントとなりました。
ロ　調布の野菜畑内の販売コーナー設置
　　　　野菜畑のご支援をいただき、昨年に引き続き、同センターの一角の販売コーナーで、クッキー・工芸品等の展示即売を開始。隔月ごとに，販売状況やレイアウトの見直しの集まりを持つなど、拡充に努めています。
３.　　 映画「人生、ここにあり！」上映＆講演会を企画
放課後等デイサービス事業のドキュメンタリー映画「世界一すてきな僕たち私たちへ」の上映に次ぐ第2弾として、今年度は精神保健福祉分野を対象にした企画を組みました。調布市には、連絡会とは別に、精神障害関係の事業所、病院、居宅支援事業所、保健センター等が網羅された調布市精神保健福祉ネットワーク連絡会があり、ここと連携した取り組みを模索しました。その結果、病院のケースワーカーを含む6人からなる実行委員会が9月にたちがり、準備を進めてきました。会場との関係で年度内開催はできませんでしたが、年度が変わり5月23日（土）の開催が決定しました。
・共同事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・共同受注作業　
1 調布市からの委託事業（個別案件）
　優先調達法の流れの中で、新規に３つの事業を受託することができました（＊印）。
福祉タクシー券の封入・封かん事業
国民年金運営協議会議事録の反訳事業（テープ起こし）
＊国民健康保険被保険者証封入・封かん事業
＊医療費分析結果通知封入・封かん事業
＊「地域活動情報紙」配布事業
2 企業からの委託事業
高島屋・クッキー製造、納入―――調布・多摩・府中の啓９事業所による共同受注で対応
チューリッヒ生命・クッキー製造、納入
3 東京都共同受注マッチングモデル事業
東京都の２６年度新規事業の一つとして、調布・多摩・府中３市をモデル地区とした、福祉事業所による共同受注の基盤づくり事業がスタートしました。３年にわたる自主製品合同販売会の実績評価の中からこのマッチングモデル事業が生まれてきていることは、大いに誇っていいと思います。
初年度の今年は、３市の受け入れ態勢づくりに向けての話合い、また都関連の事業への入札を２件行いました。優先調達の流れはあるものの、あくまでも競争入札が原則なため、当然のことながら一般企業等との競争という状況があり、価格と実績づくりとのバランスをどうとっていくか、今後の課題でもあります。
年度末の3月5日（木）には全体説明会を開催し、今後本事業に参加を希望している3市の事業所への経過報告、今後の展望・意見交換の場を持ちました。
4 だるチャンプロデュース関連
昨年度に続き、今年度もだるチャンプロデュースの商品作製を継続して行いました。今年度は新製品も試作段階から手がけさせて頂くことになりましたが、これまでのだるチャン商品作製のスキルを活かして、順調に製作を進めることができました。
・市役所販売の常設展示販売
1．今年度の売上は、残念ながら再び減小傾向となり、月平均65,000円（4月～1月）を割り込んで
しまいました。希望の家本場の改築が終了して富士見町に戻り、焼き菓子類の製造も復活してきてはいますが、利用者支援プログラム全体の中での製造の比重がさまざまな状況の変化で、減少傾向にあることも影響していると思われます。また、今年度もしばしば品薄状態が見受けられ、「もったいないわね、ニーズがあるのに」という市民の方からの声もいただいています。今後も引き続き納品努力が必要と思われます。
 2．実務については、引き続き売店担当の（株）東学さんが対応していただいてており、年間を通じ安定した運営ができました。
参加事業所：クッキングハウス　　しごと場大好き　　シェア　　調布市希望の家　　ぴいす　

はあと・ふる・えりあ（6事業所）
・菓子販売（メモリード）
　菓子販売（メモリード）
　・定期納品　毎週金曜日にクッキー等を定期納品いたしました。
　　参加事業所：しごと場大好き、クッキングハウス、シェア、ぴいす、はあと・ふる・えりあ
（5事業所）
 
・菓子販売（飯野病院）
　・常設販売
　　年間を通して、毎週木曜日に２事業所が納品し販売いたしました。
　　参加事業所：しごと場大好き、はあと・ふる・えりあ（２事業所）
・調布市役所ロビー展示
展示会が新たにスタートしてから４年目となった今年度は、障害福祉課のご支援と管財課のご理解があって初めて年２回の開催をすることが出来ました。２回の開催という事で、合計ではこれまで以上の収益があったことは大変有難く、また、より多くのみなさんに作品を見ていただく機会が生まれ大変有意義な展示会となりました。
第１回：日時　2014年10月27日（月）～31日（金）
参加事業所：調布市希望の家　　しごと場大好き　　はあと・ふる・えりあ　リフレッシュ工房　
めじろ作業所　くすのき作業所　クッキングハウス　ポピーの家　すまいる　ぴいす
（１０事業所）
第２回：日時　2015年1月26日（月）～30日（金）
参加事業所：調布市希望の家　　しごと場大好き　　はあと・ふる・えりあ　リフレッシュ工房　
めじろ作業所　くすのき作業所　クッキングハウス　ポピーの家　すまいる　ぴいす　
調布ドリーム（１１事業所）
※前回まで使用していた机とサイズが異なり、安全上、当日配置換えを行いました。また、搬入時に通路に荷物を置かないよう指導があり、今後も通路の確保に配慮が必要です。
・受託事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・公園清掃
今年度はごみの分別回収といった新たな作業内容が増え、それを各担当施設が取り組むことで、今までと同じ単価を維持することができました。また清掃作業については、大きなトラブルもなく、実施することができました。
参加事業所：くすのき作業所　ポピーの家　わかば事業所　旭出調布福祉作業所　調布市希望の家
　　爽々苑　クッキングハウス　しごと場大好き　ぴいす　はあと・ふる・えりあ
（１０事業所）
・ごみリサイクルカレンダー配布業務
今年度は、配布地域の一部変更を行いました。以前、若葉町全域を行っていましたが、関係機関と調整を行い、若葉町全域と調布ヶ丘全域を入れ替え、併せて担当事業所の変更も行いました。
　また、事業所も新規に希望の家分場が追加になりました。
期間　2015年2月16日～3月17日（以降3月31日まで配布漏れ対応）
配布地域　市内のおよそ半分の地域（国領町、入間町、菊野台、上石原、西町、飛田給、富士見町、野水、布田、下石原、小島町、調布ヶ丘）
配布部数　５６４９１世帯（担当事業所　はあと・ふる・えりあ）
参加事業所：わかば事業所　しごと場大好き　めじろ作業所　ポピーの家　爽々苑　ぴいす
はあと・ふる・えりあ　リフレッシュ工房　こひつじ舎　希望の家本場・分場
（１１事業所）
・メール交換事業
メール交換事業は、図書館メール、施設間メール、都庁交換、教育メール、こころの健康支援センター清掃の５業務を委託され、10事業所で分担して取り組んでいます。利用者も意欲を持って取り組んでおり、就労をめざすメンバーにとってもいい体験の機会となっています。一方、市民サービス公社・図書館とは年2回定期協議の場をもち、安全運行また確実な事業遂行のための意見交換を行っています。新刊本の水濡れ、積み残し、あるいはメールバッグの取り違い等、年間通じて数件の事故がありました。今後は、いっそう確実で安全な運行が行われるよう、担当事業者間での共有・確認を強め、連携を強めていきます。
参加団体：くすのき作業所　ポピーの家　しごと場大好き　爽爽苑　やわらぎの家　わかば事業所　ぴいす　はあと・ふる・えりあ　こひつじ舎　クッキングハウス　すまいる（10事業所）
・「ふくしの窓」配布事業
二年目を迎えた「ふくしの窓」配布事業は、シルバー人材センターとともに各奇数月に、11事業所が順調に取り組みました。
毎回、納品日や納品部数の確認を事務局でまとめ、振り返りの場を一回に減らすなど、作業の定着度が上がりました。ポスティングは、利用者の仕事としても向いていること、また地域の方とのコミュニケーションも生まれてくるなど、この事業の良さを確認することができました。
参加事業所　わかば事業所　しごと場大好き　めじろ作業所　ぴいす　ポピーの家　こひつじ舎
くすのき作業所　はあと・ふる・えりあ　リフレッシュ工房　ドルチェ　
調布市希望の家（11事業所）　
・プロジェクト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・運動会
日時　2014年6月6日（金）10:00～14:00
場所　調布市総合体育館　大体育場
参加事業所　調布市希望の家　調布市希望の家分譲　わかば事業所　しごと場大好き
　　　　　　はあと・ふる・えりあ　ぴいす　デイセンターまなびや　そよかぜ（8事業所）
参加人数　利用者・職員　約270名
　今年度も8事業所が参加し、紅白で競い合って盛り上がった。今年度から駐車場の位置が変更になり、混乱が予想されましたが事前の車種の確認と誘導により混乱なく進めることができました。
　次年度に向けての課題としては、体育館側との認識の違いをなくすこと、また、競技の内容の見直しなどがあげられます。
・交流会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・スポーツ大会
交流会スポーツ大会
日時：2014年8月8日（金）18：00～22:00（バレーボール18：00～20：00、懇親会20：00～22：00）
場所：調布市総合体育館　大体育場
参加者：バレーボール17名、懇親会17名
　今年度は総合体育館でバレーボールを行いました。気軽に参加できるということでバレーボールを企画しましたが、ゲームが進むにつれ徐々に本気モードになる参加者の姿は、まるで（過ぎ去りし）青春の一ページを切り抜いたかのようでした。
　その後の懇親会では、お好み焼きを頬張りながら調布の福祉について熱く語り合うなど、充実したひと時を過ごしました。
・忘年会
日時　2014年12月12日（金）　１９：００～２１：３０
場所　カムラッド　調布店
参加　２０事業所　５７名
出席者が昨年より十数名も増えて、貸し切った店内いっぱいににぎやかな話し声や笑い声が響いていました。各団体の自己紹介などを通して情報交換や親睦がはかれたと思います。調布市の福祉の未来を担う若いパワーを感じた忘年会でした。
・事務局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　年間８回開催。

[６月３日（火）７月７日(月）、８月７日(木）、１０月１４日(火）、１１月２５日（火）
１月１３日(火）、１月２８日（水）、２月２３日（月）]
今年度も会の運営の中心を担い、各事業の推進、代表者会の招集、調布市との連絡調整等を行いました。また、今後の連絡会としての取り組みについて提案しました。
・派遣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・調布市障害者地域自立支援協議会（１名）

　・調布市社会福祉協議会評議員（１名）

　・共同募金地区協力委員（１名）
　・障害者福祉計画検討委員会（1名）
2015年度事業計画
・今年度方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　今年度も市長、障害福祉課との懇談を重ね、ホームページの管理運営を行います。また昨年度からの継続した事業を取り組んでいくと共に、共同受注マッチングモデル事業を進めていく為にも、より一層の連携、質の向上が必要不可欠となります。

・定期総会（年１回、４月開催）　　　　　　　　　　　　　　　　　
今年度も定期総会を開き、事業報告、事業計画及び、事務局体制等について決議を行います。

・代表者会議（年６回、偶数月の第４木曜日）　　　　　　　　　　　
昨年度に引き続き、連絡会全般にわたる広範な内容について話し合い、会の発展に努めます。
・分科会
・就労継続支援B型
・継続して、工賃アップを含めた各事業所の紹介を行っていきます。
・一事業所が量的に請け負いきれない作業を、就労Bの事業所で共同受注が可能かどうかを検討していきます。
・利用者さんへの支援取り組みについて、フリートークのようなものがしていきたいです。
・生活介護

前年度と同様に、共通な課題について話合いを重ね、施設見学等も検討していきます。
・児童
各事業所間の連携を密にし、障害福祉課とより一層の連携をとります。
・調布市長との懇談
今年度も引き続き市長との対話を深め、有意義な懇談会としていきます。
・調布市との懇談
今年度も引き続き、障害福祉課との対話を深め、実りある懇談会としていきます。
・学習会、施設見学会　
　昨年度、現場職員間での意見交換の場が好評でした。今年も同様の学習会を継続しながら、内容の充実を図っていきます。新規事業として、ダウン症の娘を持つ書家・金澤泰子さんの講演会＆シンポジウムを、社協等関係団体と連携して開催を準備中
・経営ネットワーク事業
1．販路拡大
1 具体的なイベントとしては、府中市・多摩市との3市合同販売会が今年も9月末に駅前広場で開催することが決定し、年間を通じて最大のイベントとなります。また、企業のからの引き合いも昨年3件実積があり、これをベースに周年記念や社会貢献の一環として各事業所の自主製品商品等を活用していただく提案をしていきたいと思います。
2 京王線地下化の後の駅前再開発事業や、鉄道敷地跡の有効活用についても、市長との懇談の折りにも提案してきているところです。すでにいろいろなアイディア・提案が各方面からもされてきている状況でもあるので、連絡会からも夢のある、同時に実現性のあるプログラムを提案していきたいところです。短期の販路拡大というよりも、3年4年後を見据えながらそのルート・基盤づくりにもトライしていきます。
2．ホームページによる情報発信＆地域への浸透
　各事業所、及び連絡会の事業・活動を広く市民の皆さんに知っていたいただくことは、障がい者の理解、その福祉の輪を広げるうえで欠くことができないものです。
ホームページの更新等―――ホームページの立ち上げは文字通り第1歩に過ぎず、これをどう活用していくかが大切です。ホームページの更新ですが、事務局だけでは対応しきれない部分もあり、加盟事業所からもぜひ応援をお願いします。特に、新商品やイベントの紹介、あるいは事業活動の中でのトピックや成果等のニュースを、ぜひください。これらを継続的に発信することにより、地域への浸透度も高まってきます。

映画上映・講演会等の開催―――一昨年に第一弾として、放課後等デイサービス事業のドキュメンタリー映画の上映会が行われました。引き続き第二弾として、精神保健福祉の分野から、「人生、ここにあり！」が2015年5月23日（土）に開催されることが決定しています。1年に1回はこうした企画を実施し、関係団体、保護者等を含めたネットワークの中で、情報交換・連携強化をはかっていきたいです。現場の意欲ある職員の皆さんと一緒に作り上げていきたいものです。
・共同事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・共同受注作業
・東京都共同受注マッチングモデル事業
１年目で課題がいくつか見えてきています。３市それぞれの中で中心となり、とりまとめ的な役割を果たす事業所をどう決めるか、そこへの適切な管理料等をどこから生み出すか、受注できた場合の資材倉庫等スペースの問題、そして共同受注に値する事業をどう持ってくるか。最後の問題は、むしろ都からこの事業を受託している（株）ＦＶＰの課題ですが、事業所サイドからも提案は行ってきたいと思います。
・市役所売店の常設展示販売
共同展示販売場所の拠点として、今年度も焼菓子中心の食品関係を展示販売していきます。
・菓子販売（メモリード）
　引き続き、毎週金曜日にクッキー等の定期納品を行っていきます。
　参加事業所：しごと場大好き　クッキングハウス　シェア　ぴいす　はあと・ふる・えりあ
（５事業所）
・菓子販売（飯野病院）
引き続き、常設販売をお願いしていきます。２事業所が参加し、毎週木曜日に納品します。
参加事業所：しごと場大好き・はあと・ふる・えりあ
・調布市役所ロビー展示
市民へのアピールに絶好の機会となっています。昨年に引き続き年２回の開催を市へ働きかけていきます。
・受託事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・公園清掃
　各事業所で新たに取り組む内容も増えてきている中で、受託事業の大きな柱の一つとして、引き続き受託していきます。
・ごみリサイクルカレンダー配布
　今年度も昨年度に引き続き、配布漏れが無いように事務局及び事業所間の連携を密にして、配布を実施します。
・メール交換事業
調布市および調布市市民サービス公社との情報共有と円滑な意思疎通をすすめ、丁寧で事故のない業務を行っていきます。万が一事故が起こった場合は、連絡会・公社と連携して迅速に対応し、また再発のないよう原因と対応策を参加事業所が共有できるよう、体制をつくっていきます。
・「ふくしの窓」配布事業
調布市社会福祉協議会との情報共有と円滑な意思疎通をすすめ、丁寧かつ事故のない業務を行っていきます。昨年どおり、各奇数月の月初配布となります。

・プロジェクト　　　　　　　　　　　　　　　　　
・運動会
今年度も安全に配慮した楽しい運動会を目指して、６月実施に向け取り組んでいきます。
・交流会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
スポーツ大会、忘年会等職員間の交流を目的としたイベントについて企画実施を行います。
・事務局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
各セクションとの連絡調整・代表者会の招集・調布市との連絡調整等に努めます。
・派遣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・調布市障害者地域自立支援協議会（１名）
　・調布市社会福祉協議会評議員（１名）
　・共同募金地区協力委員（１名）
２０１５年度調布市福祉作業所等連絡会組織体制









活動要領
	セクション名
	活　動　日
	構　　成
	内　　　　容

	代表者会議
	偶数月第４木曜日
	加盟施設長
	市との懇談・重要案件の決定・情報交換・研修事業・共同事業・委託事業
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの招集

	交流会
	年数回
	加盟施設代表者
	スポーツ大会・忘年会

	共同事業
	必要に応じて随時
	該当施設代表者
	共同受注・展示会・常設展示販売

	受託事業
	受託内容に応じて日常的に実施。会議等は必要に応じて随時
	該当施設代表者
	公園清掃・ゴミカレンダー配布・メール交換（図書交換、施設間メール、都庁交換、教育メール）・ふくしの窓配布

	ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
	ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内で決定
	該当施設代表者
	運動会

	事務局
	必要に応じて随時
	下記担当者
	各セクションとの連絡調整・施設長会の招集・市との連絡調整・会計

経営ネットワーク支援事業


事務局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	事務局候補
	所　　　属
	氏　名
	
	交流会担当

	代表
	わかば事業所
	長尾　英治
	
	ぴいす（忘年会）
	

	事務局長
	めじろ作業所
	大澤　宏章
	
	ぴっころ（ｽﾎﾟｰﾂ大会）
	

	総務
	ふみ月の会
	朝香ちよみ
	
	運動会担当

	総務
	しごと場大好き
	亀田良一郎
	
	希望の家
	

	総務
	はあと・ふる・えりあ
	名古屋　一
	
	会計監査

	総務
	こひつじ舎
	斉藤　裕子
	
	ちょうふの風
	

	経営ネットワーク支援・会計
	太田　勇
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工賃アップにこにこ　プロジェクト
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